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令和５年度第２回新潟市平和事業推進会議 会議概要 

会議名 令和５年度第２回新潟市平和事業推進会議 

日 時 令和６年１月２９日（月） １４時００分～１５時００分 

場 所 新潟市役所本館６階 第３委員会室 

（新潟市中央区学校町通１番町６０２番地１） 

出席者 

（敬称略） 

（五十音順） 

新潟市平和事業推進会議委員 

 石橋 美羽（第２２代高校生平和大使） 

塚田 朋弘（新潟日報社報道部第２部長） 

西澤 慶子（灯の会 代表／元 敬和学園高等学校教諭） 

藤田 淳 （学校支援課 副参事・指導主事） 

欠席 

神部 律子（灯の会 副代表） 

 

新潟市事務局 

総務部総務課 

 課長 岩渕 武紀 

係長 富樫 剛  

主査 田中 涼子 

 

会議内容 １ 開会 

２ 総務課長あいさつ 

３ 配布資料説明、意見交換、質疑応答 

４ 閉会 

 

配布資料 １ 次第 

２ 委員名簿 

３ 資料（１）（２）令和５年度平和推進関連事業報告 

４ 資料（３）令和６年度平和推進関連事業予定 

５ 資料（４）令和６年度広島平和記念式典等派遣事業について 
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１ 開会 

 

２ 総務課長あいさつ 

～総務課長あいさつ～ 

 

３ 配布資料説明、意見交換、質疑応答 

 

事務局 

～資料（１）（２）令和５年度平和推進関連事業報告を説明～ 

 

委員 

 広島派遣に参加した中学生２4 名というのは、例年と同じくらいか。 

 

事務局 

 コロナ禍前の例年通りだ。昨年度は８人で、令和２・３年度は派遣中止だったが、

広島市の式典の受け入れ規模が戻ったので派遣人数も戻した。 

 

委員 

 ８月１０日のツアー参加者１０名について、年代の内訳はわかるか。 

 

事務局 

 県外の大学生が２名で、８名は大人の方（５０代以上）だった。 

 

委員 

 １０名は応募された方全員か。定員は何人か。応募者が少なくなった原因は。 

 

事務局 

 応募は全員で１０名だった。定員は２６名。今年は１０日が木曜日だったので、

仕事をされている方などは参加が難しかったかもしれない。 

 

事務局 

～資料（３）令和６年度平和推進関連事業予定と 

資料（４）令和６年度広島平和記念式典等派遣事業についてを説明～ 

 

委員 

 広島派遣の日程は、子どもたちのことを考えて二泊三日でお願いしたい。６年度
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は旅行会社のアテンドということだが、昨年のように養護教諭がいた方がいいので

は。 

 

事務局 

 教員の負担を考えた結果、変更した。何かあった時の対応は旅行会社でも慣れて

いるので対応できると考えている。随行の総務課職員及び教員のみだと土地勘がな

いので、旅行会社に先導してもらいたいという理由もある。 

 

委員 

 参加者を抽選で選ぶ理由はなにか。 

 

事務局 

 これまで抽選で選んできたという経緯があり、学校に推薦してもらうという方法

も他都市などであるようだが、学校推薦よりは自分で行きたいという人の方がよい

と考えている。 

 

委員 

 作文や、参加するに当たっての思いなどを書いてもらうなどすると、もっと意識

を持って参加してもらえると思う。 

 

事務局 

 参考にさせてもらう。 

 

委員 

 今年度、市立学校（幼稚園を除く）すべての職員に感想文集の掲載場所をお知ら

せし、各学校の実態に応じて活用してもらうよう案内した。 

 

事務局 

来年度も感想文集が完成したらお願いする。 

 

委員 

 改めて、来年も二泊三日を保持してもらいたい。これでも最低限の内容だと思う。

委員からの強い意見としてもらいたい。 

 また、今ウクライナやイスラエルなど戦争が起こっている現状の中で、小学生な

ど小さな子どもたちが戦争を当たり前と思ってしまうことを恐れている。学校教育

や、それ以外にも幅広くできることがあるといい。 
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委員 

 ８月１０日の新潟の戦争の記憶をたどるツアーも、来年度は土曜日なので、もっ

とたくさんの方に参加してもらいたい。 

 

委員 

意外と新潟で何があったのか知らない市民が多い。より広く呼び掛けていくとよ

い。いろんな世代が集まるようにしてほしい。 

 

委員 

 ツアーに小学生に参加してもらうなど、中学生だけでなく、もっと小学生とも連

携をとれるとよい。原爆パネルの貸し出しは中学校のみか。 

 

事務局 

パネル貸し出しの案内は中学校のみだ。小学校にも案内を出すことは可能だと思

うが、下地のないところにパネルの展示だけがあるのも唐突な感じがして、貸し出

し方が難しいと思っている。 

 

委員 

 国語や社会で平和に関する教材を扱った後に、パネル等の展示があれば、学んだ

ことが後押しされる。もっと知りたいとなった時に、タイミングよく、または１年

後でもいいが、平和事業が実体験で学べるなどするといい。 

 

事務局 

 今年度のパネル貸し出し校は２校とも、広島派遣生徒の在籍中学校だった。 

 

委員 

 派遣の報告会の時だけでも、パネルを置いてもらうと、タイミング的には一番生

徒にはいいと思う。話を聞いた上で見るのかそうでないのかでは全く感じ方が違う

と思う。 

 

事務局 

 そのように対応していけるとよい。 

 

４ 閉会 

～終了～ 

 

 


